
日本のヤブキリ（Tettigonia属）については分類がまだ確定していないようであ

る．『バッタ・コオロギ・キリギリス大図鑑』（日本直翅類学会編，2006）では 17

種に分けられているが，その後に出版された『バッタ・コオロギ・キリギリス生態

図鑑』（北海道大学出版会，2011）では鳴き声・形態・生息環境から４種にまとめ

られている．この４種の内，ヤブキリ・（ツシマ）コズエヤブキリ・ウスリーヤブ

キリの３種が対馬から記録されてる．

ウスリーヤブキリ Tettigonia ussuriana Uvarov, 1939 は国外ではロシア沿海州，

中国北東部，韓国，済州島に生息する大陸系のヤブキリで，日本では対馬だけに見

られる．他の２種とは体形や翅の違いの他に，胸部背面の模様などで全体的な印象

はやや違って見える．対馬のヤブキリの中で最もレアなヤブキリで，筆者が確認で

きたのはわずか２産地である．［図１］

１）厳原町豆酘（Izuhara-machi Tsutsu）

2014 年 7 月 11 日，厳原町豆酘（多久頭魂神社付近）の道路沿いの草むらで直翅

類と思われる鳴き声が聞こえてきた．鳴き声の主はヤブキリの一種だったが，明ら

かに初めて見る種ですぐにウスリーヤブキリが頭に浮かんだ．何とか証拠写真は撮

れたがブッシュの中に逃げ込んでしまった．［図２］

2014 年７月 17 日，改めて同地で丹念に探索すると，時折あちこちから「ジリリ・ジリリ・ジリリ・・・」とい

う鳴き声が聞こえてきた．生態図鑑によると『区切らず鳴く』ということだが，しっかり区切って断続的に鳴いて

いた．昼間だから正式な鳴き声ではなかったのだろうか．また，体色は褐色型および褐色型と緑色型の中間のよう

な型で，緑色型は見られなかった．［図３］（動画 https://youtu.be/ch96-NsNzkg）

正確な同定を期すため，林正人氏に撮影した画像を見ていただくとともに採集した生体３♂を引き取って頂いた．

後日，林氏も同地周辺で３ペア採集されたと聞いている．成虫の出現は８月上旬頃までで，８月中旬には姿を消し

てしまった．ここで姿が見られたのはこの年限りで，翌年以降の発生は確認できていない．

２）厳原町東里（Izuhara-machi Higashizato）

2017 年６月 18 日，カタモンクビナガハムシの発生調査中に 1♂を発見した．周辺を探してみたが追加個体は見

つけることができなかった．［図４］（動画 https://youtu.be/Sp5SuUfA2YU）

豆酘の記録と合わせて考えると成虫の発生期は６月中旬頃から８月上旬頃までと推察される．これまでの産地は
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対馬のウスリーヤブキリについて
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図１：ウスリーヤブキリの

新産地

図２：緑色型と褐色型の中間型 図３：褐色型 図４：背面



対馬西南部に集中しているが，林氏は上島北部で鳴き声を聞いているというし，まだまだ新産地が見つかる可能性

がある．県RLに DDとしてあげてよい種かもしれない．

最後になるが，本種の同定をはじめ日頃より貴重な御教示いただいている林正人氏にお礼申し上げる．
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スプリングエフェメラルと呼ばれる蛾は数多くいるが，最近話題に上ることが多いのはフチグロトゲエダシャク，

オオシモフリスズメ，イボタガあたりであろうか．フチグロトゲエダシャク，オオシモフリスズメは対馬既産種で

あるが，イボタガについては多くの蛾の愛好家から関心を持たれていたものの記録が出て来なかった．食餌植物で

あるオオバイボタは全島に広く見られるのだが，「対馬にイボタガはいないのではないか．」「もしもいるとしたら

朝鮮半島に分布するクロイボタガかもしれない．」などと言われてきた．

筆者も気になって長い間注意を払ってきたが出会うことができず，半ば諦めていた状況だった．ところがその日，

美津島町でため池周辺のハナアブなどをチェックしていたのだが，ふと顔を上げると木の幹に止まった大型の蛾が

目に飛び込んできた．見覚えのある特異な紋様，…何とイボタガであった（図１）．残念ながらクロイボタガとい

うかすかな期待はかなわなかったが，長年の懸案事項が解決した瞬間だった．採集された場所等から偶産とは考え

にくく，少ないながらも対馬に生息しているのであろう．

前翅長 43mm，開張 85mm…．大きさは小ぶりながら色彩・斑紋は本土産と大差がないように感じた（図２，

３）．

【データ】イボタガ Brahmaea japonica Butler, 1873

１♂，2017 年６月 19 日，対馬市美津島町大山入口 筆者撮影・採集

（さかい よしあき：〒 817-0032 長崎県対馬市厳原町久田 451-2）

図１：発見時のイボタガ 図２：対馬産イボタガ 表面 図３：対馬産イボタガ 裏面


